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問 	 渥美半島西部（若戸・和地・堀切・伊良湖・亀山・
中山）の農業地域の20年後の姿は。

答  仕事・住居・生活機能等の持続性のある農業地域
としていく。

問 	 田原・赤羽根・福江の各市街地の20年後の姿は。
答  田原は本市の都市拠点、福江は準都市拠点、赤羽

根は市街地拠点として、それぞれの特性に沿った
市街地形成を図る。

問 	 ショップレイ周辺整備が、周辺農業地域に悪い影
響を及ぼすことはないか。

答  農業地域の方のことも考えながら検討をしている
ので、悪影響を及ぼすことはないと考えている。

問 	 ショップレイ周辺が、商業施設の整備になった際
には、田原市街地同様に指定管理会社委託等を検
討するのか。

答  全て未定である。

田原市のまちづくりについて
問 	 人口減少に伴い運行費が増大し、公共交通による
サービスが受けられなくなることも想定できる。そ
こで、乗車運賃とは異なる運賃財源確保構想、例え
ば商業施設併用型交通網等の新たな発想での公共交
通網の整備を検討する必要があるのではないか。

答  現時点では、新たな発想の公共交通網の整備を検
討する必要はないと考えている。

問 	 現在の公共交通網で農村地域の市民は、満足して
いると捉えているか。

答  市民意識調査の結果から、全ての市民からは満足
は得られていないと捉えている。

問 	 雑草に覆われた路側による交通安全への影響は。
答  危険を感じる場面もあると思う。

問 	 交通安全に悪影響が出ている道路の雑草対策は。
答  市道の防草シート布設や舗装、植樹帯の一部廃止

等を検討している。

問 	 1年中、ある程度の雑草抑制により道路の美観維持
管理ができるめどは。

答  市が管理している幹線道路も長く、国・県道の維
持管理は愛知県が担っており、全線を年間通じて
常時きれいに保つことは難しい。
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